
フリーダイバー 大井 慎也について



自己紹介
大井 慎也（おおい しんや）
1978 年 11月 21日 生（37歳）
三重県鈴鹿市出身

シレーナ ダイブ＆トレック 代表

ふるさとを刺激する大人のローカル誌「NAGI」
水中写真・原稿　連載（2013.6~2015.3）

沖縄本部町でダイビングインストラクター、
水中ガイドとして活動（2004~2010）
NHK「さわやか自然百景・真栄田岬」水中撮影（2010）

スキューバダイビングインストラクター、
水中写真家としても活動しています。

【2015スポンサー企業様】
日本アクアラング株式会社 様
伊奈冨神社獅子神楽保存会 様
白子鍼灸接骨院 様
有限会社タウンメイト 様

山本化学工業株式会社 様
【2015サプライヤー企業様】

【サポート団体様】
三重大学杉田研究室 様
フリーダイビングチーム無限 様

日本水産株式会社 様



フリーダイビングとは？

・フリーダイビング競技
・素潜り漁
・スノーケリング　etc.

水中で息を止めて行う活動の総称



フリーダイビング公式競技種目の分類

静的潜水（運動を伴わない）

動的潜水（運動を伴う）
ダイナミック（水平潜水）

スタティック（STA）

コンスタント（垂直潜水）

閉息潜水の距離を競う

閉息潜水の深さを競う

閉息（息こらえ）の時間を競う

フリーイマージョン（垂直潜水）
閉息潜水の深さを競う（ロープを使用・FI）

（フィン使用・DYN／素足・DNF）

（フィン使用・CWT／素足・CNF）

⇨

⇨

プールで実施の
公式種目

海洋で実施の
公式種目



プール競技説明
スタティック（STA）

ダイナミック（水平潜水）

閉息（息こらえ）の時間を競う

１秒につき０．２ポイントが加算される

ダイナミック・ウィズ・フィン

ダイナミック・ウィズアウト・フィン

フィン（足ヒレ）を使用し、閉息潜水の距離を競う

素足で閉息潜水の距離を競う

１mにつき０．５ポイントが加算される

【ポイントについて】

【ポイントについて】
１mにつき０．５ポイントが加算される

大会では種目別、または３種目総合で順位が決定する

【ポイントについて】



海洋競技説明
コンスタント ウエイト（垂直潜水）
コンスタント ウエイト・ウィズ・フィン

コンスタント ウエイト・ウィズアウト・フィン

フィン（足ヒレ）を使用し、閉息潜水の深さを競う

素足で閉息潜水の深さを競う

１mにつき１ポイントが加算される

フリーイマージョン（FI）

大会では種目別、または３種目総合で順位が決定する

【ポイントについて】

ロープの使用、競技開始後のウエイト量変更禁止

ロープの使用、競技開始後のウエイト量変更禁止

ロープを使用し、閉息潜水の深さを競う



競技歴

【競技・入賞歴】

２０１４年５月　　 フリーダイビングインドアカップ in 館山（日本選手権）総合９位
２０１３年４月　　 フリーダイビングインドアカップ in 館山（日本選手権）総合６位入賞

１２月　    TrueNorth フリーダイビングインドアカップ in 辰巳　　総合３位入賞
１１月　    TFC 真鶴フリーダイビングクラシック 出場

【公式自己ベスト記録】
スタティック（STA）　6分 27秒
ダイナミック ウィズ フィン（DYN）　１８７m
ダイナミック ウィズアウト フィン（DNF）　1２０m
フリーイマージョン (FI)　４０m

２０１６AIDAフリーダイビングプール世界選手権 in フィンランド
日本代表として出場が決定しました！

２０１５年３月　　 TrueNorth フリーダイビングインドアカップ in 辰巳Ⅱ　総合優勝
　　　　　４月　　 フリーダイビングインドアカップ in 館山（日本選手権）   総合３位入賞
　　　　　６月　　 Individual AIDA POOL World Championships Belgrade 2015 出場
２０１6年３月　　 鈴鹿市体育功労賞 受賞
　　　　　４月　　 フリーダイビングインドアカップ in 館山（日本選手権）   総合優勝



【Web掲載】
山本化学工業様　Facebook ページ
 所属チーム『無限』　Facebook ページ

記録の向上に伴い、露出度・注目度は増える

メディア
【テレビ】
２０１５年５月　 三重テレビ「きらめき☆三重大学」※You Tube で視聴可能
２０１５年６月　 ケーブルテレビ四日市・ケーブルネット鈴鹿「ケーブルNews」

【新聞・雑誌など】

【ラジオ】
２０１５年６月　 Suzuka Voice　世界選手権出場についてのインタビュー

２０１５年　５月　 三重ふるさと新聞・伊勢新聞
２０１５年　６月　 鈴亀ホームニュース・中日新聞
２０１５年　６月　 コーチング・クリニック（ベースボール・マガジン社） 写真掲載
２０１５年　７月　 鈴鹿市市報
２０１５年　８月　 鈴鹿 地域みっちゃく生活情報誌 Bellve( ベルブ )
２０１５年１１月　 スイミングマガジン (ベースボール・マガジン社 )
２０１６年　４月　 月刊 Simple



メディア



メディア



三重大学杉田研 ダイナミック世界記録挑戦プロジェクト』

杉田 正明 教授（写真左上２番目）
三重大学教育学部 保健体育科 教授
三重大学大学院修了後、1991年から東京大学教養
学部助手、東京大学大学院総合文化研究科助手、
三重大学准教授を経て、2011年 4月より三重大学
教授に。日本オリンピック委員会（JOC）情報・医
・科学専門委員会委員・第 29回オリンピック競技大
会（中国・北京）日本選手団支援スタッフ、第 15
回アジア競技大会（カタール・ドーハ）日本選手団
スタッフ、2010年 FIFAワールドカップ日本代表高
地トレーナー、三重大学陸上競技部監督などを務める。

三重大学杉田教授率いる研究室と合同で、
ダイナミック競技世界記録更新を目指すプロジェクトを、
２０１４年１０月より開始。
週２回、三重大学の施設でトレーニングを行っている。



世界記録更新に向けた三重大学でのトレーニング
低酸素トレーニング
最大酸素摂取量（VO2max）、赤血球・ヘモグロビンの増加させ、
閉息時に体内に取込める酸素の量を増やすこと、低酸素環境・
状態への身体の順化を目的とする。

標高２５００～３０００m相当の低酸素環境下で、SpO2を９０％～８５％となるような
トレーニング負荷を設定し、自転車エルゴメーターを用いてトレーニングを行う。

【第１ステージ】2014年 9月～2015年２月

最大酸素摂取量、赤血球・ヘモグロビンともに大幅増加

【第２・３ステージ】2015年 4月～９月

⇩

標高３０００～３３００m相当の低酸素環境下で、SpO2を８５％～７５％となるような
トレーニング負荷を設定し、自転車エルゴメーターを用いてトレーニングを行う。

【第４ステージ】2015年９月～現在
標高３５００m相当の低酸素環境下で、SpO2を７５％～７０％となるような
トレーニング負荷を設定し、自転車エルゴメーターを用いてトレーニングを行う。



世界記録更新に向けた三重大学でのトレーニング

EPA（エイコサペンタエン酸）摂取
血液の流れを良くし、体への酸素供給効率をあげる。
Sports EPA（ニッスイ）サプリメント使用。

スタティックトレーニング
SpO2（血中酸素飽和度）低下による意識レベル、呼吸再開から
のSpO2回復時間、心拍数の変化を調査。競技の浮上タイミン
グ、閉息中の身体の状態を知ることを目的とする。

その他
酸化ストレステストと呼ばれる最新の血液検査により、身体の
状態を把握し、食事やトレーニングのアドバイスを受ける。



トレーニングと公式記録の推移
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ご協賛のお願い
もっとハードワークを！

誰もやらないことを！

世界へ羽ばたく！

日本でプロフリーダイビング選手として活動している選手は、わずかです。それだけ資金調達が厳し
い状況にあると言えます。男子選手に限れば、私の知る限り１名しかおりません。ここで新たにプロ
選手として活動すれば注目度は高く、宣伝効果も高いと思われます。貴社の企業ロゴとともに、三重
県から世界を目指すチャレンジさせてください。

日本フリーダイビング協会は法人組織ではないため公的機関からの補助金や助成金もありません。日
本代表に選出され、世界選手権への出場も自己資金での参戦となっています。国内の大会や記録会へ
の遠征費用も同様です。大会の緊張感は最もいいトレーニングとなります。ひとつでも多く記録をつ
かむチャンスをください。

現在のトレーニング内容は、多くの方のご尽力により充実したものになりつつありますが、それでも
まだ足りないトレーニングや新しく取り入れたいことはたくさんあります。よりトレーニングに集中
できる環境を整えるために力を貸してください。

私は世界記録更新を本気で狙っています！



２０１６年出場予定大会・記録会（２月現在）

その他、今後発表される大会・記録会に可能な限り出場予定

２０１６年３月　千葉県・印西市　記録会　　　自己ベスト更新！
２０１６年４月　千葉県・館山市　日本選手権　総合優勝！
２０１６年６月　世界選手権（フィンランド）　  日本代表決定！
２０１６年９月　静岡県・下田市（海洋・プール）


